
SSS015-P12 会場:コンベンションホール 時間: 5月27日17:15-18:45

北美濃深部構造探査による中部日本北西部の地殻構造解明(第1報)

Initial report on the 2009 Deep Seismic Profiling "Kitamino 2009" in the
North-Mino district, NW part of Central Japan
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中部日本北西部では濃尾地震断層系をはじめとした活断層が密集しており、1891年の濃尾地震
など数多くの被害地震が発生してきた。この地域では断層活動や地殻構造の解明を目的として数
多くの調査が実施されている。地震波トモグラフィなどの結果からは深度35～40kmに存在する
フィリピン海プレート(PHS)が変形し、北西方向を軸として緩く背斜状構造をしている様子が示
されている(例えば、Nakajima and Hasegawa, 2007)。この軸部は美濃帯における最大の屈曲で
あるメガキンク構造と対応している。これらの事象(PHS上部の形状と、西南日本内帯の屈曲(メ
ガキンク構造) )は、狩野(2002)などにより日本海拡大・日本列島屈曲・伊豆弧衝突の内帯側への
影響であると解釈されており、当地域のテクトニクスや日本列島形成過程を探る上で非常に重要
な構造といえる。
 これらの構造を反射法地震探査によって詳細に明らかにするべく、千葉大学を中心とする大学
グループと独立行政法人防災科学技術研究所が連携し、2009年10月に北美濃深部構造調査が実
施された。本調査においては、根尾谷断層付近の有線受振区間を防災科学技術研究所が担当し、
それより外側の独立型受振区間を大学グループが担当した。
この調査では受振器間隔50mで滋賀県北東部余呉町から柳ヶ瀬断層・根尾谷断層帯を横切り、岐
阜県北西部郡上市に至る90km超の受振測線が設定された。ほとんどの領域が美濃帯の岩盤上に
展開され、8点のダイナマイト発破(100kg, 200kg)と、2点のバイブロサイス集中発振(280, 300
スウィープ)を行った。重合測線は岐阜県谷汲町付近を境に東西方向に走る西セグメントと北東-
南西方向の東セグメントの2つに分かれており、これらを組み合わせることで構造の3次元的把握
を目指した。
 この調査では、尾根沿いの林道や急峻な山間部での難作業を余儀なくされたが、非常にノイズ
の少ない記録が取得された。その結果として、良好で顕著な複数の反射群が確認された。以下に
その概要を示す。



 1)西セグメントでは往復走時9～11秒、東セグメントでは10～12秒にやや東に、10°近く傾斜
した非常に強い反射群が連続して存在している。
 2)1の反射群の下には1-2秒の厚さの反射の弱い領域をはさんで反射群が存在する。
 3)これらの反射群の上部には3秒、4-5秒、8秒付近に強い反射群が確認出来る。これらはこの
地域の地質構造を明らかにする上で重要であると考えられる。
 以上の反射群の連続性や傾斜、特徴、速度構造などを現在解析中であり、それらについての第
一報を行う。
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